
（1）館林市議会だより　　　（ 28. 5. 1 ）

市議会だより
たてばやし

編集：館林市議会報編集委員会

主な掲載記事
●	３月議会のあらまし・常任委員会の審査報告　…� ２～４ページ
●	予算特別委員会・議員個人の賛否結果一覧表　…� ５～６ページ
●	一般質問（７人）　………………………………� ７～11ページ
●	第１回臨時会の結果・議員個人の賛否結果一覧表　…� 11～12ぺージ

http://www.city.tatebayashi.gunma.jp

第188号

国の登録有形文化財に指定された
「旧館林二業見番組合事務所」

平成２８年度館林市一般会計予算など
� ２８議案が決まりました

第１回
定例会

第１回
臨時会

館林市・板倉町合併協議会の設置についてなど
� ６議案が決まりました
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人
事
案
件

▽
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
＝

副
市
長
の
金
井
田
好
勇
さ
ん

（
大
谷
町
）
が
、
本
年
３
月
31

日
を
も
っ
て
退
職
と
な
る
こ
と

か
ら
、
新
た
に
小
山
定
男
さ
ん

（
大
島
町
）
を
選
任
し
た
い
と

し
て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、
議
会
の
同
意
を
求
め
ら

れ
た
も
の
で
、
全
員
一
致
で
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
５
日
を
も
っ
て
満
了
と
な

る
こ
と
か
ら
、
後
任
に
吉
間
常

明
さ
ん
（
上
三
林
町
）
を
任
命

し
た
い
と
し
て
、
地
方
教
育
行

政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
ら
れ
た
も
の
で
、

全
員
一
致
で
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

施
等
に
関
す
る
協
議
を
行
う
館

林
市
空
家
等
対
策
協
議
会
を
設

置
す
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
行
政
不
服
審
査
会
条

例
＝
全
部
改
正
さ
れ
た
行
政
不

服
審
査
法
の
施
行
に
伴
い
、
審

査
庁
の
判
断
の
妥
当
性
等
を
チ

ェ
ッ
ク
す
る
第
三
者
機
関
と
し

て
新
た
に
設
置
す
る
館
林
市
行

政
不
服
審
査
会
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
た

め
、
本
条
例
を
制
定
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関
す

る
条
例
＝
全
部
改
正
さ
れ
た
行

政
不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
い
、

審
査
請
求
に
お
け
る
審
理
手
続

に
つ
い
て
必
要
な
事
項
等
を
定

め
る
こ
と
に
よ
り
、
関
係
条
例

の
整
備
及
び
そ
の
他
所
要
の
改

正
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を
制

定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
職
員
の
退
職
管
理
に

関
す
る
条
例
＝
地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
営
利
企

業
等
に
再
就
職
し
た
元
職
員
の

現
職
員
へ
の
働
き
か
け
の
規
制

等
の
規
定
及
び
再
就
職
情
報
の

届
出
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、
職
員
の
退
職
管
理
の
適

正
化
を
図
る
た
め
、
本
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
組
織
及
び
運
営
等
に
関
す
る

条
例
＝
消
費
者
安
全
法
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
消
費
生
活
相
談

員
の
職
務
及
び
要
件
そ
の
他
の

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
組
織
及

び
運
営
並
び
に
情
報
の
安
全
管

理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
定

め
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

３
月
議
会
の
あ
ら
ま
し

　

平
成
28
年
館
林
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
４
日
か
ら

23
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案

を
含
め
28
件
で
、審
議
の
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
同
意
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
請
願

２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
＝
国
家
公
務
員
及
び
群
馬

県
職
員
の
給
与
改
定
の
例
に
よ

り
、
本
市
職
員
の
給
料
及
び
勤

勉
手
当
の
改
定
等
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
、
本
市
職
員
の

給
料
月
額
を
若
年
層
に
重
点
を

置
い
た
世
代
間
の
給
与
配
分
の

観
点
か
ら
、
平
成
27
年
４
月
１

日
に
遡
及
し
て
平
均
０
・
３
％

引
き
上
げ
、
人
事
院
及
び
群
馬

県
の
勧
告
に
よ
る
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
に
よ
り
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
給
料
月
額
を
平

均
２
％
引
き
下
げ
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
12
月
期
の
勤

勉
手
当
の
支
給
月
数
を
０
・
１

月
分
引
き
上
げ
、
平
成
28
年
度

以
降
に
つ
い
て
は
、
引
き
上
げ

分
を
６
月
期
と
12
月
期
の
勤
勉

手
当
に
均
等
に
配
分
す
る
も
の

で
す
。
併
せ
て
、
国
家
公
務
員

の
例
に
よ
る
本
市
一
般
職
の
任

期
付
職
員
に
つ
い
て
の
改
正
及

び
行
政
不
服
審
査
法
の
施
行
に

伴
う
改
正
そ
の
他
所
要
の
改
正

を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一
部

を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
特
別
職
の
職
員
の
期

末
手
当
の
支
給
に
関
す
る
条
例

条
例
の
改
正

▽
館
林
市
職
員
の
給
与
に
関
す

副市長
小山定男さん

教育長
吉間常明さん

▽
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
＝

教
育
長
の
橋
本
文
夫
さ
ん
（
上

赤
生
田
町
）
の
任
期
が
、
本
年

条
例
の
制
定

▽
館
林
市
空
家
等
対
策
協
議
会

設
置
条
例
＝
空
家
等
対
策
の
推

進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
施

行
に
伴
い
、
本
市
に
お
い
て
も

空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
、
実

消費生活センター
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の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
本

市
職
員
の
勤
勉
手
当
の
改
定
に

準
じ
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
職
員
の
退
職
手
当
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
＝
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
に
よ
る
給
料
表
の
給
料

月
額
の
引
き
下
げ
が
退
職
手
当

の
支
給
水
準
に
及
ぼ
す
影
響
を

考
慮
し
、
現
行
の
退
職
手
当
の

支
給
水
準
の
範
囲
内
で
、
職
員

の
在
職
期
間
中
の
公
務
へ
の
貢

献
度
を
よ
り
的
確
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
職
員
の
各
区
分
に
お

け
る
調
整
額
の
月
額
を
改
定
す

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
行
政
不

服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
改
正

等
を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
職
員
の
分
限
に
関
す
る
手
続

及
び
効
果
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
＝
地
方
公

務
員
法
及
び
地
方
独
立
行
政
法

人
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
よ
る
地
方
公
務
員
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
降
給
の

手
続
き
及
び
効
果
を
定
め
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
地

方
公
務
員
法
及
び
地
方
独
立
行

政
法
人
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
施
行
に
よ
る
地
方
公
務

員
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
人

事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公

表
事
項
に
人
事
評
価
及
び
退
職

管
理
を
追
加
す
る
等
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。
ま
た
、
行
政

不
服
審
査
法
の
施
行
に
伴
う
改

正
を
行
う
た
め
、
本
条
例
の
一

部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
館
林
市
議
会
の
議
員
そ
の
他

非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補

償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
被
用
者
年
金

制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め

の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ

り
、
共
済
年
金
が
厚
生
年
金
に

統
合
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
年

金
た
る
補
償
及
び
休
業
補
償
に

つ
い
て
、
他
の
法
令
に
よ
る
給

付
と
の
調
整
に
係
る
規
定
の
改

の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
＝
介
護
保

険
法
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
指

定
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通

所
介
護
に
お
け
る
運
営
推
進
会

議
の
設
置
及
び
そ
の
他
所
要
の

改
正
を
行
う
た
め
、
本
条
例
の

一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

補
正
予
算

▽
平
成
27
年
度
館
林
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
）＝（
全

員
一
致
で
可
決
）

▽
平
成
27
年
度
館
林
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
＝
（
全
員
一
致
で

可
決
）

▽
平
成
27
年
度
館
林
市
下
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）＝
（
全
員
一
致
で
可
決
）

▽
平
成
27
年
度
館
林
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
＝
（
全
員
一
致
で
可
決
）

▽
平
成
27
年
度
館
林
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
＝
（
全
員
一
致
で

可
決
）

▽
平
成
27
年
度
館
林
市
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

＝
（
全
員
一
致
で
可
決
）

平
成
28
年
度
予
算

　

平
成
28
年
度
予
算
は
、「
経

済
の
活
性
化
に
係
る
事
業
」、

「
少
子
化
対
策
に
係
る
事
業
」、

「
元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
に
係

る
事
業
」
を
重
点
項
目
に
掲
げ
、

最
大
限
の
配
慮
を
す
る
と
と
も

に
、
財
政
の
健
全
性
に
も
留
意

し
つ
つ
予
算
編
成
に
取
り
組
み
、

一
般
会
計
予
算
の
総
額
は
２
７

９
億
８
８
０
０
万
円
、
前
年
度

比
２
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
な
ど
５
会
計
）
予
算
の

総
額
は
、
１
８
９
億
８
３
８
５

万
７
０
０
０
円
、
前
年
度
比

２
・
４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
、
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

正
そ
の
他
所
要
の
改
正
を
行
う

た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
特
別
職
の
職
員
の
退

職
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
市
長
、
副

市
長
及
び
教
育
長
の
退
職
手
当

の
支
給
割
合
を
引
き
続
き
減
額

す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
指
定
地
域
密
着
型
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
＝
介
護
保
険
法
及
び
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

指
定
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

に
お
け
る
運
営
推
進
会
議
の
設

置
及
び
そ
の
他
所
要
の
改
正
を

行
う
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
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総
務
文
教

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

６
件
と
請
願
１
件
で
、
議
案
に

つ
い
て
は
、
館
林
市
空
家
等
対

策
協
議
会
設
置
条
例
、
館
林
市

行
政
不
服
審
査
会
条
例
、
館
林

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

館
林
市
職
員
の
退
職
手
当
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

市
民
福
祉

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

１
件
と
請
願
１
件
で
、
議
案
に

つ
い
て
は
、
館
林
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
の
組
織
及
び
運
営
等

に
関
す
る
条
例
で
、
採
決
の
結

果
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
て
の
ウ
イ
ル
ス
性

肝
硬
変
・
肝
が
ん
患
者
の
療
養

支
援
と
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
の

更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
請
願
に
つ
い

て
は
、
全
員
一
致
に
よ
り
採
択

と
し
、
委
員
会
提
出
議
案
と
し

て
、
今
定
例
会
に
意
見
書
を
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

経
済
建
設
環
境

　

議
会
か
ら
推
薦
す
る
各
種
委

員
会
委
員
の
う
ち
、
館
林
市
労

使
教
育
委
員
会
委
員
に
青
木
一

夫
議
員
を
、
館
林
市
都
市
計
画

審
議
会
委
員
に
青
木
一
夫
議
員

と
櫻
井
正
廣
議
員
を
そ
れ
ぞ
れ

選
出
し
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

条
例
、
職
員
の
分
限
に
関
す
る

手
続
及
び
効
果
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、
館

林
市
職
員
の
退
職
管
理
に
関
す

る
条
例
の
６
議
案
で
、
採
決
の

結
果
は
、
行
政
不
服
審
査
会
条

例
及
び
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
２
議
案
は
賛
成
多
数
を
も

っ
て
、
ほ
か
の
４
議
案
は
全
員

一
致
を
も
っ
て
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
奨
学
金
制
度
の
充
実

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は
、賛

成
少
数
を
も
っ
て
、
不
採
択
す

べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽全てのウイルス性肝硬変・肝がん患者の療養支援と肝炎
ウイルス検診の更なる推進を求める意見書
　（全員一致で可決）

【全文】我が国のウイルス性肝炎患者・感染者は、現在
250 万人と推定（厚生労働省）され、現在の年間死亡者
数は 35,000 人余りとなったが、いまだ毎日約 100 名が
命を失っている。
　平成 21年に成立した肝炎対策基本法の前文では、国は
その責任を認め、集団予防接種と同様に、一般医療でも針
と筒の消毒や取替えが不十分なことや長期の売血制度によ
る輸血等での血液感染がウイルス性肝炎の蔓延を拡大させ
たとされている。
　このような事情を受け、肝炎対策基本法第 15条には「国
及び地方公共団体は、肝炎患者が必要に応じ適切な肝炎医
療を受けることができるよう、肝炎患者に係る経済的な負
担を軽減するために必要な施策を講ずるものとする」とあ
り、附則では「肝硬変及び肝がんの患者に対する支援の在
り方については、これらの患者に対する医療に関する状況
を勘案し、今後必要に応じ、検討が加えられるものとする」
とされている。
　しかし、現行の医療費助成の対象は、抗ウイルス治療や
重症化予防のための検査費用であり、主として症状が軽い
患者が対象となる。
　他方、肝硬変患者に対する生活支援制度である障害年金
については認定基準が一部改正され、また、身体障害者福
祉法上の肝疾患の障害認定制度（障害者手帳）も平成 28
年度より認定基準の緩和が予定されており、医療費助成の
対象が拡大されるが、対象となる者は限定される。
　そのため、肝硬変・肝がん患者の療養支援の強化、取り

分け医療費助成の実現は、高齢化・重篤化が進む肝炎ウイ
ルス感染者にとって最も重要で急がれる課題となっている。
　また、肝炎ウイルス検査を受けていないウイルス感染者
を早期に発見し治療に結び付けることは、国民病であるウ
イルス性肝炎を克服するための根幹となる対策である。し
かし、いまだウイルス検査の受検率は十分とは言えず、さ
らにウイルス検査で陽性であることが判明しても必ずしも
有効な治療に結び付かない現状が指摘されており、一層の
ウイルス検査受検推進と陽性者へのフォローアップを進め
ることが求められている。
　こうした現状に鑑み、本議会は、政府に対して、下記の
事項を要望する。

記
１　全てのウイルス性肝硬変・肝がん患者に係る医療費の
助成制度創設を早急に検討し進めること。

２　肝炎ウイルス未受検者への一層の受検推進及び検査陽
性者を治療に結び付けるより効果的な取組を図ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
提出先=衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、
　　　　厚生労働大臣、財務大臣、法務大臣

委員会提出議案

▽奨学金制度の充実を求める請願＝賛成少数により不採
択となりました。

▽全てのウイルス性肝硬変・肝がん患者の療養支援と肝
炎ウイルス検診の更なる推進を求める意見書の採択を
求める請願＝意見書が採択されたことにより、みなす
採択となりました。

請願の審議結果
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経
済
の
活
性
化
に
係
る
事
業

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
拡
充

に
よ
る
財
源
確
保
を
図
る
と
と

も
に
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
地

域
産
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
女
性
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

奨
励
金
な
ど
、
各
種
の
雇
用
奨

励
金
を
継
続
し
、
雇
用
の
機
会

創
出
か
ら
継
続
雇
用
ま
で
を
一

貫
し
て
支
援
す
る
ほ
か
、
地
場

産
の
野
菜
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化

や
農
産
物
の
加
工
商
品
化
な
ど
、

生
産
者
と
商
工
業
者
と
の
連
携

に
よ
る
６
次
産
業
化
を
推
進
し

ま
す
。
さ
ら
に
、
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
資
金
助
成
金
や
店
舗
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
助
成
金
を
継
続
す
る

と
と
も
に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
金

券
を
発
行
す
る
な
ど
、
市
内
で

の
確
実
な
消
費
に
よ
る
地
域
経

済
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、「
つ
つ
じ
サ
ミ
ッ

ト
」
を
開
催
し
て
、
全
国
の

自
治
体
と
伝
統
の
つ
つ
じ
を
保

護
・
育
成
す
る
た
め
の
技
術
向

上
に
向
け
た
交
流
を
深
め
る
と

と
も
に
、
つ
つ
じ
が
岡
公
園
の

歴
史
的
文
化
的
価
値
を
全
国
に

発
信
し
、
更
な
る
知
名
度
ア
ッ

プ
を
図
り
、
来
園
者
の
増
加
に

努
め
ま
す
。

少
子
化
対
策
に
係
る
事
業

　

潜
在
保
育
士
の
就
職
を
支
援

し
、
人
材
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
増
設
す
る
な
ど
、
保
育

環
境
の
充
実
を
図
る
ほ
か
、
第

三
小
学
校
区
の
児
童
ク
ラ
ブ
を

移
転
新
築
し
、
放
課
後
児
童
の

健
全
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト

・
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
子
育
て
世
代
の

予
算
特
別
委
員
会

　

３
月
７
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
予
算
審
査
の
重
要
性
に
か

ん
が
み
、
議
員
全
員
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設
置
。
平

成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
５
つ
の
特
別
会
計
予
算
が

付
託
さ
れ
、
14
日
か
ら
16
日
ま
で
の
３
日
間
に
わ
た
り
審
査
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
審
査
の
結
果
は
、
一
般
会
計
は
賛
成
多
数
で
、
国

民
健
康
保
険
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
は
全
員
一
致
を
も
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

歳　　入 歳　　出
項　目 予算額（千円） 構成比（%） 項　目 予算額（千円） 構成比（%）

市 税 11,299,931 40.4 総 務 費 2,393,738 8.6
地方交付税 2,300,000 8.2 民 生 費 8,767,487 31.3
国庫支出金 3,110,086 11.1 衛 生 費 4,139,758 14.8
県支出金 1,585,284 5.7 商 工 費 1,937,290 6.9
繰 入 金 1,749,940 6.3 土 木 費 3,422,064 12.2
諸 収 入 2,213,712 7.9 教 育 費 3,319,873 11.9
市 債 2,544,900 9.1 公 債 費 2,219,332 7.9
そ の 他 3,184,147 11.3 そ の 他 1,788,458 6.4

計 27,988,000 100.0 計 27,988,000 100.0

会　計　別 予算額（千円）

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 10,105,708
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,811,084
農業集落排水事業特別会計 50,236
介 護 保 険 特 別 会 計 6,199,420
後期高齢者医療特別会計 817,409

平成28年度　特別会計予算

平成28年度　一般会計予算

市
長
の
提
案
説
明
に
よ
る
主
要
な
施
策

総
額
２
７
９
億
８
８
０
０
万
円

一
般
会
計
予
算
は

議席番号

議 員 名

　議 案 等 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

結果
権
田
昌
弘

櫻
井
正
廣

橋
本
　
徹

斉
藤
貢
一

青
木
一
夫

渡
辺
充
徳

多
田
善
洋

泉
澤
信
哉

篠
木
正
明

吉
野
高
史

岡
村
一
男

遠
藤
重
吉

青
木
幸
雄

野
村
晴
三

河
野
哲
雄

向
井
　
誠

髙
橋
次
郎

井
野
口
勝
則

小
林
　
信

町
井
　
猛

議案第１号 教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 同　意

議案第 2号 館林市空家等対策協議会設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

就
労
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

さ
ら
に
、不
妊
治
療
助
成
金
で
は
、

男
性
不
妊
治
療
を
助
成
対
象
に

す
る
と
と
も
に
、妊
娠
か
ら
出
産
、

子
育
て
ま
で
を
包
括
的
に
支
援

す
る
た
め
の
妊
娠
・
出
産
包
括

支
援
事
業
を
実
施
し
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

元
気
な
高
齢
者
づ
く
り
に

係
る
事
業

　

高
齢
者
の
雇
用
奨
励
金
を
拡

充
し
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
の

促
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
地

域
住
民
が
主
体
と
な
り
、
介
護

予
防
を
中
心
と
し
た
健
康
づ
く

り
活
動
に
取
り
組
む
「
通
い
の

場
」
の
運
営
費
を
補
助
し
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け

る
た
め
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
健
康
で
い
き
い
き
と

生
活
で
き

る
よ
う
、

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
よ

る
健
康
づ

く
り
や
健

康
寿
命
の

延
伸
に
取

り
組
み
ま

す
。

【○：賛成　●：反対】議員個人の賛否結果一覧表（第１回定例会）
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議席番号

議 員 名

　議 案 等 名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

結果
権
田
昌
弘

櫻
井
正
廣

橋
本
　
徹

斉
藤
貢
一

青
木
一
夫

渡
辺
充
徳

多
田
善
洋

泉
澤
信
哉

篠
木
正
明

吉
野
高
史

岡
村
一
男

遠
藤
重
吉

青
木
幸
雄

野
村
晴
三

河
野
哲
雄

向
井
　
誠

髙
橋
次
郎

井
野
口
勝
則

小
林
　
信

町
井
　
猛

議案第 3号 館林市行政不服審査会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ○ 原案可決

議案第 4号 行政不服審査法の施行に伴う関係
条例の整備に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 5号 館林市職員の給与に関する条例等
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ○ 原案可決

議案第 6号 館林市特別職の職員の期末手当の支給
に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ○ 原案可決

議案第 7号 館林市職員の退職手当に関する条例
の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 8号 職員の分限に関する手続及び効果に
関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第 9号 館林市職員の退職管理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第10号 館林市人事行政の運営等の状況の公表
に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第11号
館林市議会の議員その他非常勤の
職員の公務災害補償等に関する条例
の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第12号 館林市消費生活センターの組織及び
運営等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第13号
館林市指定地域密着型サービスの事業
の人員、設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第14号
館林市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運
営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第15号 平成27年度館林市一般会計補正予算
（第4号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第16号 平成27年度館林市国民健康保険特別
会計補正予算（第 2 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第17号 平成27年度館林市下水道事業特別
会計補正予算（第 2 号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第18号 平成27年度館林市介護保険特別会
計補正予算（第 3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第19号 平成27年度館林市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第20号 平成27年度館林市水道事業会計補正
予算（第 1号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第21号 平成28年度館林市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ○ 原案可決

議案第22号 平成28年度館林市国民健康保険
特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第23号 平成28年度館林市下水道事業特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第24号 平成28年度館林市農業集落排水
事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第25号 平成28年度館林市介護保険特別
会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第26号 平成28年度館林市後期高齢者医
療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第27号 館林市特別職等の職員の退職手当に
関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

議案第28号 副市長の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 同　意

委員会提出
議案第１号

全てのウイルス性肝硬変・肝がん患者の
療養支援と肝炎ウイルス検診の更なる
推進を求める意見書

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 原案可決

請願第４号 奨学金制度の充実を求める請願 ● ● ● ○ ● ○ ● ● ○ ○ ● ● ○ ● ○ ― ● ● ○ ● 不採択

※向井誠議長は採決に加わりませんので「－」となっています。� 【○：賛成　●：反対】
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市政を問う !!

３ 

月 

８ 

日

権田昌弘議員（８ページ）
○本市の安全安心と防災について
○地域医療の充実に向けた取り組みに
ついて

斉藤貢一議員（８ページ）
○子どもの貧困問題について

野村晴三議員（９ページ）
○多々良沼周辺の環境整備と活用について
○本市伝統産業の振興について

河野哲雄議員（９ページ）
○本市の子どもの貧困対策について

３ 

月 

９ 

日

篠木正明議員（10ページ）
○板倉町との合併について

小林　信議員（10ページ）
○まち・ひと・しごと創生人口ビジョン・
総合戦略館林版について

吉野高史議員（11ページ）
○教育施設の整備と教育行政のあり方
について
○財政の健全化について
○職員の人材育成について

　

今
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
は
、
３
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

行
わ
れ
、
７
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
対
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
市
の
所
信
を

た
だ
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
広
範
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。（
本
文
は
質
問
者
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

一
般
質
問

市議会だよりは、紙面の都合で本会議の要旨を掲載しています。
詳しくお知りになりたい場合は会議録をご覧ください。

館林市議会ホームページから
会議録をご覧いただけます。

館林市議会
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安
全
安
心
と
防
災
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
つ
い
て
問
う

が
、
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

新
し
い
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
に
は
、
隣
接
し
て
い
る
町
の

避
難
所
や
、
緊
急
避
難
場
所
と

し
て
民
間
企
業
等
も
記
載
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

備
蓄
品
に
つ
い
て
、
高

齢
者
や
子
ど
も
た
ち
に
お
い
し

い
も
の
を
食
べ
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
後
、
備
蓄
品
に
つ
い
て

も
よ
い
も
の
は
積
極
的
に
取
り

入
れ
て
い
く
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

非
常
食
に
お
き
ま
し
て

は
既
存
の
製
品
と
比
較
検
討
し

な
が
ら
、
よ
り
よ
い
も
の
を
購

行
う
と
と
も
に
、
高
等
職
業
訓

練
促
進
給
付
金
に
お
い
て
は
、

28
年
度
よ
り
支
給
期
間
の
上
限

を
２
年
か
ら
３
年
に
す
る
ほ
か
、

高
等
職
業
訓
練
促
進
資
金
貸
付

事
業
を
創
設
し
、
入
学
資
金
貸

付
や
返
還
免
除
制
度
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
立
支
援

教
育
訓
練
給
付
金
も
、
市
の
負

担
割
合
を
20
％
か
ら
60
％
に
引

き
上
げ
、
支
給
額
の
上
限
も
10

万
円
か
ら
20
万
円
に
拡
充
す
る

予
定
で
す
。

質
問

貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切

る
に
は
教
育
の
機
会
均
等
も
必

入
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

館
林
市
広
域
防
災
拠
点

施
設
を
つ
く
る
際
に
、
防
災
に

関
す
る
情
報
を
発
信
す
る
機
能

を
整
備
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

館
林
邑
楽
１
市
５
町
の

防
災
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
Ｆ

Ｍ
群
馬
と
の
連
携
や
防
災
ラ
ジ

オ
等
の
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
、
及

び
そ
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て

共
同
研
究
を
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局

を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

収
益
性
や
放
送
事
業
の

要
で
す
。
生
活
保
護
家
庭
に
お

い
て
は
、
奨
学
金
を
活
用
し
て

大
学
等
へ
の
進
学
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
こ
の
奨
学
金
は
生
活

費
と
認
定
さ
れ
、
生
活
扶
助
費

の
減
額
に
繋
が
る
お
そ
れ
が
あ

る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す

れ
ば
よ
い
の
か
伺
い
ま
す
。

答

生
活
保
護
世
帯
の
子
ど

も
が
奨
学
金
を
利
用
し
て
大
学

等
へ
進
学
す
る
場
合
に
は
、
世

帯
を
分
離
す
る
こ
と
に
よ
り
、

奨
学
金
な
ど
は
世
帯
の
収
入
と

は
み
な
さ
れ
な
い
た
め
、
ア
ル

バ
イ
ト
等
の
自
助
努
力
に
よ
り

内
容
や
そ
の
継
続
性
等
も
求
め

ら
れ
ま
す
の
で
、
開
設
は
難
し

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

邑
楽
館
林
医
療
事
務
組

合
で
は
、
医
師
育
成
の
た
め
の

修
学
資
金
貸
与
を
行
っ
て
い
る

が
、
本
市
独
自
で
奨
学
金
制
度

を
見
直
す
考
え
は
あ
る
の
か
。

答

奨
学
金
制
度
は
医
師
確

保
の
た
め
の
有
効
な
手
段
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
邑
楽
郡
５

町
と
の
協
議
も
行
い
、
本
市
独

自
の
奨
学
金
制
度
の
創
設
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

生
活
維
持
を
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

本
市
の
奨
学
金
制
度
を

利
用
し
た
学
生
が
大
学
等
を
卒

業
し
、
本
市
に
戻
っ
て
就
職
を

し
た
場
合
等
の
条
件
を
つ
け
た

奨
学
金
返
済
免
除
制
度
を
創
設

す
る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

大
卒
者
の
生
涯
所
得
か

ら
得
ら
れ
る
税
収
は
、
公
的
に

投
入
し
た
額
を
十
分
に
上
回
る

と
の
計
算
も
あ
り
ま
す
が
、
財

源
の
確
保
等
ま
だ
ま
だ
研
究
の

必
要
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

質
問

本
市
は
、
昨
年
の
「
住

み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、

安
心
度
の
分
野
で
は
５
９
７
位

と
県
内
最
下
位
で
あ
る
が
、
こ

の
結
果
を
ど
う
判
断
す
る
の
か
。

答

県
内
最
下
位
と
い
う
事

実
を
真
摯
に
受
け
と
め
、
政
策

立
案
の
一
つ
と
し
て
参
考
と
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

ラ
ン
キ
ン
グ
を
上
げ
る

質
問

全
国
的
に
貧
困
世
帯
が

増
加
傾
向
に
あ
る
中
、「
子
供
の

貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
や
、

生
活
保
護
家
庭
に
至
る
前
の
段

階
の
自
立
支
援
策
の
強
化
を
図

る
た
め
の
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
法
が
施
行
さ
れ
、
本
市
で
は
、

母
子
・
父
子
家
庭
に
対
す
る
就

労
支
援
の
た
め
の
高
等
職
業
訓

練
促
進
給
付
金
や
自
立
支
援
教

に
は
、ど
う
努
力
し
て
い
く
の
か
。

答

館
林
厚
生
病
院
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
強
化
や
、
安

心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
が
大
切
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
は
、
日
向
区
民
は
氾
濫
の
お

そ
れ
の
あ
る
多
々
良
川
を
越
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

育
訓
練
給
付
金
を
予
算
化
し
て

い
ま
す
が
、
余
り
利
用
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
こ
の
周
知
方
法
や

給
付
金
の
受
給
率
を
引
き
上
げ

る
考
え
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

給
付
金
制
度
を
少
し
で

も
多
く
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

の
紙
面
を
工
夫
し
、
周
知
の
時

期
や
方
法
に
つ
い
て
見
直
し
を

権
田
　
昌
弘 

議
員

斉
藤
　
貢
一 

議
員
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多
々
良
沼
周
辺
の
環
境
整
備
と

　
　
　
伝
統
産
業
の
振
興
を
問
う

　
本
市
の
子
ど
も
の

　
　
　
　
貧
困
対
策
に
つ
い
て
問
う

質
問

野
鳥
観
察
棟
西
側
駐
車

場
は
排
水
路
が
な
い
た
め
、
雨

水
に
よ
り
冠
水
し
て
し
ま
い
、

観
察
棟
も
周
辺
道
路
よ
り
低
く
、

浸
水
の
危
険
が
あ
る
が
、
観
察

棟
と
駐
車
場
を
一
体
的
に
整
備

す
る
考
え
は
。

答

雨
水
対
策
や
駐
車
場
整

備
と
併
せ
、
公
園
と
一
体
的
に

利
用
が
図
れ
る
よ
う
、
県
に
働

き
か
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

多
々
良
沼
公
園
内
に
あ

る
未
整
備
地
と
市
有
施
設
を
利

用
し
て
「
農
福
連
携
」
な
ど
の

事
業
を
実
施
す
る
に
は
、
県
と

小
学
５
・
６
年
生
で
36
・
９
％
。

中
学
生
全
体
で
51
・
３
％
で
し

た
。
生
活
保
護
及
び
準
要
保
護

家
庭
の
小
学
５
・
６
年
生
で

16
・
７
％
。
中
学
生
で
は
32
・

１
％
の
調
査
結
果
で
し
た
。
こ

の
調
査
で
、
生
活
保
護
及
び
準

要
保
護
家
庭
の
児
童
生
徒
は
、

一
般
家
庭
の
児
童
生
徒
に
比
べ

て
塾
通
い
の
割
合
が
少
な
い
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

質
問

本
市
で
は
、
学
校
教
育

外
の
学
習
支
援
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
な
の

か
、
お
聞
き
し
ま
す
。

の
連
携
し
た
活
用
が
必
須
と
な

る
が
、
県
へ
の
対
応
は
。

答

地
域
の
方
々
の
要
望
を

受
け
て
「
人
と
自
然
の
ふ
れ
あ
い

の
場
」
の
公
園
と
な
る
よ
う
県

に
対
し
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

伝
統
産
業
「
館
林
紬
」
の
振
興
を

質
問

館
林
紬
は
生
産
量
の
減

少
や
後
継
者
不
足
で
存
続
の
危

機
を
迎
え
て
い
る
が
、
本
市
を

代
表
す
る
伝
統
産
業
で
あ
る
館

林
紬
を
守
り
育
て
る
支
援
策
は
。

答

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
や
イ
ベ
ン
ト
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

ま
す
が
、
織
物
組
合
と
連
携
し

答

家
庭
困
窮
の
子
ど
も
を

対
象
と
し
た
動
き
と
し
て
、
公

民
館
を
会
場
に「
無
料
学
習
塾
」

を
開
催
す
る
団
体
が
見
ら
れ
始

め
て
い
ま
す
。
公
民
館
活
動
を

含
む
社
会
教
育
の
目
的
は
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り

で
す
。
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

で
育
て
る
と
い
う
意
識
の
向
上

を
図
り
、
貧
困
対
策
を
初
め
と

す
る
社
会
の
要
請
が
高
い
地
域

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
よ
う

な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く

り
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

た
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
販
売
方

法
も
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

ク
ー
ル
ビ
ズ
ウ
エ
ア
と
し
て

質
問

館
林
紬
で
沖
縄
の
か
り

ゆ
し
を
製
品
化
す
る
支
援
策
は
。

答

織
物
組
合
は
薄
手
の
夏

物
生
地
の
半
袖
シ
ャ
ツ
を
毎
年

試
作
販
売
し
て
い
ま
す
。
か
り

ゆ
し
の
制
作
や
館
林
ま
つ
り
の

ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
の
新
製
品
開

発
に
つ
い
て
は
、
組
合
や
県
繊

維
工
業
試
験
場
な
ど
の
関
係
機

関
と
十
分
な
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
実
現
で
き
る
よ
う
支
援
を

し
て
い
き
ま
す
。

質
問

国
や
県
の
交
付
金
を
活

用
し
た
学
習
支
援
事
業
を
実
施

す
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

本
市
の
考
え
を
お
聞
き
し
ま
す
。

答

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
及
び
子
供

の
貧
困
対
策
に
関
す
る
大
綱
を

受
け
、
内
閣
府
が
中
心
と
な
っ

て
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
国

及
び
県
の
動
向
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、
福
祉
部
局
と
調
整
の

上
、
交
付
金
等
の
活
用
も
視
野

に
入
れ
た
対
応
を
検
討
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

多
々
良
沼
周
辺
の
環
境
整
備

質
問

多
々
良
沼
の
水
面
に
ハ

ス
が
急
速
に
繁
茂
し
て
き
た
が
、

そ
の
ハ
ス
に
よ
る
沼
の
水
質
や

越
冬
す
る
白
鳥
へ
の
影
響
は
。

答

ハ
ス
は
春
か
ら
夏
に
か

け
水
質
浄
化
の
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
冬
場
は
水
位
の
低

下
に
よ
り
ハ
ス
の
茎
や
葉
が
枯

れ
る
の
で
白
鳥
へ
の
直
接
の
影

質
問

本
市
で
は
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
推
進
法
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
の
か
、
お
聞

き
し
ま
す
。

答

子
ど
も
の
貧
困
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
の
目
的
で

は
、
子
ど
も
の
将
来
が
そ
の
生

ま
れ
育
っ
た
環
境
に
よ
っ
て
左

右
さ
れ
な
い
よ
う
、
健
や
か
に

育
成
さ
れ
る
環
境
整
備
に
努
め
、

響
は
無
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

質
問

沼
か
ら
農
業
用
水
と
し

て
揚
水
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
ハ
ス
の
刈
取
り
や
し
ゅ
ん

せ
つ
を
県
に
要
請
す
る
考
え
は
。

答

沼
は
農
業
用
水
の
水
源

で
す
の
で
、
逆
川
等
へ
の
流
れ

が
悪
く
な
る
程
ハ
ス
が
繁
茂
し

た
り
、
水
質
や
白
鳥
へ
の
影
響

が
あ
れ
ば
県
に
要
請
し
ま
す
。

教
育
の
機
会
均
等
を
図
る
こ
と

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。
本
市
で

も
そ
の
取
り
組
み
を
確
実
に
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
の
認
識
を
持
っ
て
い
ま
す
。

質
問

本
市
の
子
ど
も
た
ち
、

特
に
、
就
学
援
助
を
受
け
て
い

る
子
ど
も
た
ち
の
塾
通
い
の
現

状
に
つ
い
て
、
お
聞
き
し
ま
す
。

答

一
般
家
庭
の
児
童
で
は
、

野
村
　
晴
三 

議
員

河
野
　
哲
雄 

議
員
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市
町
村
合
併
に
つ
い
て

　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

　
　
　
　
館
林
版
に
つ
い
て
質
す

全
国
町
村
会
の
平
成
の
合
併
に

つ
い
て
の
評
価
は
、
合
併
し
て

も
行
財
政
基
盤
の
強
化
に
つ
な

が
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
も

合
併
が
行
財
政
基
盤
の
強
化
に

な
る
と
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

答

平
成
の
合
併
で
は
失
敗

し
た
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、
同

じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
な
選
択

は
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
身
の

丈
に
合
っ
た
行
財
政
運
営
を
目

指
せ
ば
、
行
財
政
基
盤
の
強
化

に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

質
問

板
倉
町
と
合
併
し
た
場

も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

国
の
責
任
が
大
き
い

質
問

人
口
減
少
に
陥
っ
た
大

き
な
原
因
の
一
つ
と
し
て
バ
ブ

ル
崩
壊
が
あ
り
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
な
ど
に
よ
っ
て
若
い
人

た
ち
の
働
き
方
が
変
え
ら
れ
て

し
ま
っ
た
と
言
え
る
と
思
い
ま

す
。
正
規
職
員
が
非
正
規
に
な

り
、
所
得
が
大
変
低
く
な
り
、

将
来
に
不
安
を
持
っ
て
結
婚
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
は
国
の
責
任
で
あ
り
、

企
業
に
対
し
て
雇
用
改
善
を
図

り
、
安
定
し
た
所
得
が
得
ら
れ

合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

は
何
で
す
か
。

答

効
果
と
し
て
は
、
地
域

の
活
力
の
維
持
・
向
上
、
財
政

基
盤
の
確
立
、
行
財
政
運
営
の

効
率
化
、
土
地
の
有
効
活
用
と

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
課
題
と
し
て
は
、

市
域
拡
大
に
よ
る
周
辺
部
の
活

力
喪
失
、
財
政
負
担
の
拡
大
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
な
ど
の

懸
念
が
あ
り
ま
す
。

質
問

市
長
の
市
町
村
合
併
に

つ
い
て
の
見
解
は
。

答

人
口
が
減
少
す
る
下
で
、

れ
ば
、
将
来
に
不
安
な
く
結
婚

に
結
び
付
い
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

国
の
施
策
と
し
て

答

出
生
率
を
上
げ
る
た
め

に
は
、
各
地
方
が
頑
張
っ
て
も

な
か
な
か
成
果
が
出
な
い
た
め
、

国
の
施
策
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
な
負
担
軽
減
を

質
問

総
合
戦
略
館
林
版
で
は
、

若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
と
し

て
い
ま
す
が
、
具
体
的
な
負
担

軽
減
策
は
触
れ
ら
れ
て
お
り
ま

地
方
創
生
の
実
現
を
果
た
す
た

め
に
は
、
合
併
も
選
択
肢
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
20
年
、
30
年

先
を
見
据
え
て
、
１
市
１
町
で

も
合
併
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

合
併
す
る
か
ど
う
か
の

決
定
に
は
、
市
民
の
声
や
判
断

を
聞
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

市
長
は
ど
う
考
え
て
い
ま
す
か
。

答

合
併
協
議
会
で
協
議
が

整
っ
た
段
階
で
地
区
説
明
会
を

開
催
し
て
、
市
民
の
意
見
を
受

け
止
め
、
市
長
と
し
て
合
併
を

判
断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

せ
ん
。
４
月
か
ら
は
学
校
給
食

費
が
値
上
げ
に
な
る
ほ
か
、
中

学
校
に
入
学
す
る
た
め
の
制
服

や
通
学
用
自
転
車
の
購
入
な
ど

の
支
出
が
大
き
な
負
担
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
負
担
の

軽
減
を
図
る
べ
き
で
す
。

で
き
る
範
囲
で
対
応

答

給
食
費
等
に
つ
い
て
は
、

学
校
に
お
い
て
要
保
護
、
準
要

保
護
の
世
帯
は
無
料
に
し
て
お

り
、
中
学
入
学
の
負
担
に
つ
い

て
も
、
所
得
の
制
約
等
も
あ
り

ま
す
が
、
で
き
る
範
囲
で
対
応

し
て
い
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

質
問

市
町
村
合
併
は
な
ぜ
必

要
な
の
で
す
か
。

答

平
成
の
合
併
は
４
つ
の

背
景
が
あ
り
ま
し
た
。
①
地
方

分
権
の
推
進
、
②
少
子
高
齢
化

の
進
行
、
③
広
域
的
な
行
政
需

要
の
拡
大
、
④
行
政
改
革
の
推

進
で
す
。
こ
れ
ら
を
乗
り
切
る

た
め
に
、
行
財
政
基
盤
を
確
立

し
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
に

将
来
人
口
の
認
識
に
つ
い
て

質
問

館
林
市
の
年
代
別
人
口

を
２
０
１
０
年
と
２
０
４
０
年

を
比
較
す
る
と
、
生
産
年
齢
、

15
歳
か
ら
64
歳
が
33
・
４
％
の

減
少
、
15
歳
未
満
の
年
少
人
口

も
43
・
２
％
の
減
少
と
な
り
ま

す
。
一
方
、
65
歳
以
上
の
老
年

人
口
は
１
２
５
・
７
％
と
な
り
、

少
子
高
齢
化
が
一
層
進
ん
で
い

行
政
運
営
が
で
き
る
よ
う
合
併

が
推
進
さ
れ
ま
し
た
。

質
問

合
併
す
る
と
地
方
交
付

税
が
減
額
に
な
り
、
歳
入
は
減

り
ま
す
。
行
財
政
基
盤
を
強
化

す
る
に
は
、
歳
入
が
減
る
以
上

に
歳
出
の
削
減
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
、
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
る

懸
念
が
あ
り
ま
す
。
総
務
省
や

き
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
認
識

し
て
い
る
の
か
、お
尋
ね
し
ま
す
。

婚
期
の
晩
婚
化
な
ど

答

年
少
人
口
、
生
産
年
齢

人
口
の
大
幅
減
少
に
対
し
て
老

齢
人
口
が
大
幅
に
増
加
す
る
の

は
全
国
的
な
こ
と
で
す
。
年
少

人
口
の
減
少
は
、
晩
婚
化
し
た

り
、
若
い
人
た
ち
が
働
く
の
に

精
一
杯
で
子
ど
も
を
産
め
な
い

篠
木
　
正
明 

議
員

小
林
　
信 

議
員
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教
育
・
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

し
た
点
の
体
質
改
善
を
ぜ
ひ
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

将
来
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
「
い
じ
め
」
で
命
を
失
う
こ

と
の
な
い
よ
う
に
、
精
神
的
に

強
く
育
て
る
な
り
の
本
市
の
教

育
行
政
の
特
色
を
生
か
し
た
取

り
組
み
等
、
今
後
の
考
え
方
に

つ
い
て
、
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。

答

子
ど
も
た
ち
が
生
き
る

力
を
身
に
着
け
る
た
め
の
教
育

環
境
の
整
備
、
人
を
思
い
や
る

心
を
養
い
、
命
を
大
切
に
す
る

教
育
の
充
実
、
地
域
全
体
で
子

育
て
や
教
育
を
応
援
す
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

質
問

経
常
収
支
比
率
を
下
げ
、

本
市
と
し
て
自
由
に
使
え
る
お

金
で
、
特
色
あ
る
「
バ
ラ
色
の

す
ば
ら
し
い
地
方
都
市
」
に
で

き
ま
す
。
高
止
ま
り
の
経
常
収

支
比
率
を
下
げ
る
た
め
の
反
省

点
を
お
尋
ね
い
た
し
ま
す
。　

答

財
政
の
弾
力
性
に
留
意

し
つ
つ
、
引
き
続
き
経
常
経
費

の
削
減
を
着
実
に
推
進
し
て
、

特
色
あ
る
バ
ラ
色
の
地
方
都
市

実
現
に
向
け
て
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

質
問

定
年
に
達
し
た
役
職
の

ま
ま
再
任
用
す
る
と
、
次
に
部

長
に
な
れ
る
と
思
わ
れ
て
い
た

職
員
が
部
長
に
な
れ
ず
、
若
い

職
員
の
や
る
気
を
失
う
結
果
に

な
ら
な
い
の
か
。
何
故
再
任
用

を
行
う
の
か
。
悪
し
き
慣
習
に

な
ら
な
い
た
め
に
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
、
お
尋
ね
い
た
し
ま

す
。答

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
向
け
た
組
織
の
維
持
強
化
や

職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、

今
年
を
含
め
今
後
も
再
任
用
制

度
を
運
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

質
問

こ
れ
ま
で
、
ア
ス
ベ
ス

ト
の
問
題
に
関
し
て
は
、
隠
蔽
か

ら
始
ま
り
、
い
い
か
げ
ん
な
工

事
等
が
あ
っ
た
が
、
教
育
委
員

会
の
体
質
が
悪
い
こ
と
を
は
っ

き
り
と
さ
せ
、
今
後
、
新
教
育

長
の
も
と
で
体
質
改
善
を
図
ら

な
い
限
り
、
館
林
の
子
ど
も
た

ち
を
守
れ
な
い
と
思
う
。
こ
う

し
た
一
連
の
ず
さ
ん
な
チ
ェ
ッ

ク
体
制
や
管
理
体
制
を
い
つ
ま

で
続
け
る
の
か
お
尋
ね
い
た
し

ま
す
。

答

法
令
に
基
づ
い
た
適
切

な
処
理
を
し
て
お
り
ま
す
。
私

た
ち
市
職
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
持

っ
て
職
務
に
真
摯
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

要
望

新
教
育
長
に
は
、
こ
う

吉
野
　
高
史 

議
員

第
１
回　
臨
時
会
の
結
果

　

平
成
28
年
館
林
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
、
４
月
15
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
臨
時
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
６
件
で
、
審

議
の
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、可
決
さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
行
政
不
服
審

査
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
）
＝
（
全
員

一
致
で
承
認
）

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
館
林
市
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
）
＝
（
全
員
一
致
で
承
認
）

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
館
林
市
都
市

計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）＝（
全
員
一
致
で
承
認
）

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て（
館
林
市
国
民
健

康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
）＝（
賛
成
多
数
で
承
認
）

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
27
年
度

館
林
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

＝
（
全
員
一
致
で
承
認
）

合
併
協
議
会
の
設
置
に
つ
い

て
可
決
さ
れ
ま
し
た

▽
館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て
＝
昨
年
12

月
、
板
倉
町
住
民
の
住
民
発
議

に
よ
る
合
併
協
議
会
の
設
置
請

求
が
、「
市
町
村
の
合
併
の
特

例
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に

基
づ
き
、
板
倉
町
長
に
対
し
行

わ
れ
、
本
年
１
月
、
同
法
の
規

定
に
よ
り
、
板
倉
町
長
か
ら
本

市
に
対
し
、
合
併
協
議
会
設
置

協
議
に
つ
い
て
議
会
に
付
議
す

る
か
否
か
の
意
見
照
会
が
あ
り

ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
れ
を
受
け
、

各
分
野
を
代
表
す
る
方
々
と
懇

談
会
を
実
施
し
、
意
見
を
聴
取

す
る
と
と
も
に
、
市
長
の
従
来

か
ら
の
合
併
に
対
す
る
考
え
を

踏
ま
え
、
３
月
１
日
に
板
倉
町

長
へ
市
議
会
に
付
議
す
る
こ
と

を
判
断
し
、
回
答
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
館
林
市
及
び

板
倉
町
の
合
併
に
関
す
る
協
議

を
行
う
た
め
、
規
約
を
定
め
、

館
林
市
・
板
倉
町
合
併
協
議
会

を
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
議
決
を
求
め
ら
れ
た
も

の
で
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

合
併
協
議
会

�

設
置
議
案

合
併
協
議
会

設
置
議
案
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去
る
２
月
26
日
、
本
市
議
会

の
主
催
に
よ
る
議
員
研
修
会
を

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

同
研
修
会
に
は
、
本
市
職
員

を
は
じ
め
、
邑
楽
郡
内
の
町
議

会
議
員
の
皆
様
や
本
市
区
長
協

議
会
及
び
商
工
会
議
所
の
方
々

な
ど
に
も
多
数
ご
参
加
い
た
だ

き
、「
地
方
創
生
に
お
け
る
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
、

講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
共
同

通
信
社
の
伊
藤
祐
三
氏
よ
り
、

各
地
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の

事
例
を
参
考
に
、
地
域
の
取
り

組
み
を
軌
道
に
乗
せ
る
鍵
な
ど

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

議
員
研
修
会
を
開
催

６月	 10日（金）本会議＝会期の決定、議案提案説明など
	 13日（月）本会議＝議案に対する質疑、委員会付託など
	 14日（火）・15日（水）本会議＝一般質問
	 16日（木）・17日（金）委員会＝常任委員会
	 23日（木）本会議＝表決

【６月定例会の予定】

☆本会議は午前 10 時開会予定です。会議の日程、時間等は変更になることもあります。
☆一般質問の通告順位表は、６月８日（水）から市のホームページでご覧いただける予定です。
　（http://www.city.tatebayashi.gunma.jp ⇒市議会をクリックしてお入りください。）

議 会 を し て み ま せ ん か傍 聴

地
方
創
生
に
お
け
る

　
　
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

講
師
　
伊
藤
祐
三 

氏

議員個人の賛否結果一覧表（第１回臨時会）
議席番号

議 員 名

　議　案　名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

結果
権
田
昌
弘

櫻
井
正
廣

橋

本
　

徹

斉
藤
貢
一

青
木
一
夫

渡
辺
充
徳

多
田
善
洋

泉
澤
信
哉

篠
木
正
明

吉
野
高
史

岡
村
一
男

遠
藤
重
吉

青
木
幸
雄

野
村
晴
三

河
野
哲
雄

向

井
　

誠

髙
橋
次
郎

井
野
口
勝
則

小

林
　

信

町

井
　

猛

議案第29号
専決処分の承認を求めることについて
（行政不服審査法の施行に伴う関係条例の
整備に関する条例の一部を改正する条例）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 承　認

議案第30号 専決処分の承認を求めることについて
（館林市税条例等の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 承　認

議案第31号 専決処分の承認を求めることについて
（館林市都市計画税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 承　認

議案第32号 専決処分の承認を求めることについて
（館林市国民健康保険税条例の一部を改正する条例） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ○ 承　認

議案第33号 専決処分の承認を求めることについて
（平成27年度館林市一般会計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ 承　認

議案第34号 館林市・板倉町合併協議会の設置について ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ● ○ 原案可決

※向井誠議長は採決に加わりませんので「－」となっています。� 【○：賛成　●：反対】

　本会議・常任委員会・特別委員会はだれでも傍聴することができます。議会では皆さんの生活
に直結した重要な問題が審議されます。市政を身近に知るためにも、ぜひ議会を傍聴してください。
　手続きは議会棟の３階及び４階で、傍聴人受付簿に住所・氏名を記入するだけです。傍聴席に
限りがありますので、団体の場合は予め議会事務局までご連絡ください。


